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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・4/1（水）　13：10～13：30入社式　場所：メンタルケア病棟4階千葉記念講堂
職員はユニフォーム･ネームプレート着用の上、13：00までにホールに集合すること。

・3/31（火）13：00～種本サハ様サービス担当者会議　参加者：三浦、櫻田

・4/2（木）10：00～種本サハ様区分認定調査　場所：青陽館2階ミーティングルーム

参加者：櫻田
＜青明舎登録者情報＞
・大久保　律子様～3/23（月）八戸市民病院に救急搬送されている。原因として、鹿内内科で処方されている服薬情報の中に服用しなくても良い薬があったとのこと。現在は同病院の担当医が服用するよう指示した薬を服用している状況。（7種類のうち、2種類のみ服用。）また、水分の摂りすぎでカリウム不足になっていたとのこと。当院の担当医にも状況について報告するように伝えている。

　　　　　　　　　3/27(金)定期訪問時、居間にて過ごされているが、表情の冴えなさがあり、夫（恒夫様）の話し掛けにも応答がない時があるとのこと。体調について確認すると、胸付近に手をあて、「まだ、この辺りがちょっと痛いです。」と返答される。救急車で搬送された時よりは、徐々に状態は落ち着いてきているという。スタッフと話をしていく内に、幾分笑顔が見られていたとのこと。

・大久保　恒夫様～3/27（金）定期訪問実施。本日、妻（律子様）が青南病院受診であり、まだ身体不調感があるため、一緒に受診に付き添ってくると話されている。金銭面について確認すると、ほぼ食費に費やしている。生活保護費内でやり繰りできていると話すが、一日の費用が多いことや、必要経費以外の部分を削ることで、黒字が増える事を伝えている。

・高柳　和子　様～3/25（水）定期訪問実施。こたつでテレビを見て過ごしていた様子。マスクをしており、「花粉症になってしまって…」と話している。アレルギーの薬は鹿内内科から処方してもらっているとのこと。鹿内内科で薬をもらうときに、お薬手帳か薬の情報を提示したと話している。「これから出かけられる季節になったかなと思ったら、風は強いし、花粉症にはなるし。」と少々落ち込んだ表情を見せている。頓服薬はこの一週間は飲んでいないとのこと。食事、睡眠は問題なく、家族との連絡もとれていると話している。

・森田　清助　様～インターネットでカーペット購入を支援している。本人より、注文していたカーペットが届いたため、居間に敷くのを手伝って欲しいと依頼あり、手伝いを実施。本人は、カーペットについてすべり過ぎて転ぶんだよと話されているとのこと。また、虫歯がある為歯科に通院する予定と話している。

・清水　秋男　様～3/28（土）定期訪問実施。体調は特に問題ないと話している。最近、変薬があり睡眠剤が減薬になったと報告している。以後、割と睡眠状態が良くなり、食事も毎食摂ることが出来ているとのこと。洗濯等はきちんと行えているが、その他の掃除は定期的に出来ていないと話している。億劫さが時折あるとのことだが、室内やキッチン回りは整頓するようにしていると話している。

・松川　順子　様～3/28（土）青明舎に本人より架電あり。医師に入院を勧められたが入院したくないと話している。また、妹様とは最近連絡が取れていないと話している。

3/29（日）定期訪問実施。土日に買い物はしていないと話している。朝食は食べたのか確認すると「ちゃんとご飯を食べました」と話しているが、米はなく、冷蔵庫の中には調味料とマーガリンのみが入っており、キッチンの棚には栄養剤2本しかない状態。スタッフからの質問に対してつじつまが合わない発言が目立っている。

・3/28青明舎イベント参加者：川村享様、松村勉様、奥山以依子様、藤村翔様、横町浩様、田中一様、平京子様、我満奈津紀様

＜グループホーム利用者様情報＞

・種本　サハ　様～昨朝は元気な様子が見られていたが、本日「足が動かない。歩けない。」と訴えている。今朝の訪問時には外来受診の準備を自分でできており、服薬も忘れずに行えている。グループホーム世話人が受診に同行。医師より服薬変更はせず、1週間様子を見てみるように説明を受けている。また、医師が青陽館に通所するように促すが、「行けません。」と拒否。服薬のセットは1人で行い、明日訪問時にグループホーム世話人が確認することとしている。

・平　　康子　様～4月から服薬チェックノート利用して、服薬確認をしていく。最近では、入浴は声掛けのみで行えており、週2回は入浴できている。今後、ヘルパー等のサービスの利用を検討しており、現在、住所がある五戸から八戸に移す予定とのこと。そのことについて本人は了承している。

＜利用者様情報＞
・野月　利章　様～母様より電話にて相談がある。昨日午前中、自宅に訪問者が多く来宅し、チャイムが何度も鳴ったことにイライラして、衝動的に母･兄の車へ薪を投げつけ傷つけることがあったとのこと。母としても、｢自宅で一緒に生活したくない｣｢私もイライラして、どうしても怒ってしまう｣等と訴えており、施設への入所を希望している。現状として、家族がいる時のみ衝動行為に至る為、家族と別で過ごす時間が必要であること、施設側の受け入れについても検討していかなければいけないことを説明。また、主治医へも相談したいことを伝えている。

・溝越　キク　様～本日よりデイケアの利用を開始。定時に来所し、不明な点は自ら職員へ確認している。オリエンテーションへの理解も良好で、笑顔で対応している。入院中に実施した作業療法の道具を持参しており、作業療法士と作業を実施。本日来所出来たことを評価し、今後の利用について本人へ改めて説明すると、｢外来がある月曜だけでも利用を頑張る｣と話す一方で、｢ご飯食べたら帰っても良い？｣等と何度も職員へ話すことがある。随時本人の話を傾聴し、デイケアにいることが出来ている。

・倉橋　生子　様～昨日22：00～0：30までの2時間半しか眠れず、「眠たい」と繰り返し訴えており、昼食後、静養室で休んでいただいている。30分程休むと、静養室から出てロッカー室へ移動している。ロッカー室では大声での放歌が聞かれている。その後トイレへ移動し、大声で叫んでいる声が聞こえている。

＜外来情報＞
・種本　サハ様～今朝から、足に力が入らないと訴えがある。先週処方薬を変更しているが、イライラするようなことは無いとのこと。様子観察行っていく。

・溝越　キク様～退院され5日間で1.7kg体重増加している。体重を増やさないよう説明を受けている。

藤村翔様　青山荘退所時会議の報告
＜退所日＞3/30（月）16：00すぎ

＜退所後の生活の場＞

新しいグループホームに入居予定（グループホームが完成するまで、自宅で両親と生活をする）

＜利用する社会資源＞

・デイケア利用日：月・水曜日　

・訪問看護：金曜日　　

・外来受診：隔週水曜日（4/1初外来）

＜青山荘入所後の様子＞

　平成21年10月1日　岩手県立一戸病院より青山荘入所。入所期間は5年5ヶ月。

幻聴や妄想は日常的にあり。幻聴に左右された発言が聞かれたり、環境変化に弱く幻聴を信じ込む事がある。年配の男性に対する妄想から突然「お前精神障害者バカにしてんのか！」と怒鳴りつける事があるが、その状態が継続する事はない。本来の性格は温厚で、食事当番や自主会の役員になると責任を持って取り組むことが出来ている。時間は守って生活し、毎日の日課やプログラム訓練への参加も良好だが、予定変更への対応は行えない傾向があり、時間をかけて十分に説明する必要がある。コミュニケーションでは、誰とでも必要に応じて会話できるが、話題提供や捉え方の狭さで会話が一方的（主に学生時代の話題が多い）になっている。退所後、グループホーム入所については主治医からの説明にて了承され、現在建設中の建物が完成次第入居と言う事で納得されている。ご家族も不安（病状悪化するのでは…怒鳴る・引き篭るのでは…）はあるが、必ず入居出来るという事であれば生活していけると話されている。

＜生活訓練で得た事＞

　単独外出訓練…バスの単独利用が出来るようになり、時刻表等を確認して計画に沿って外出する事ができている。自宅→デイケアへの外出訓練も実施し、自信が持てている。

　自炊訓練…朝食を週3回程度は準備できている。スタッフと献立を相談して買い物、調理が行えている。

　日常生活…生活リズムは安定し、入浴などのセルフケア、洗濯、掃除は定期的に行えている。外来通院も拒否なく、服薬は自己管理にて忘薬なし。金銭管理は、月８０、０００円をやり繰りして散財する事はない。

☆本人の希望・・・将来は自宅に戻って生活したいけど、新しいグループホームができたら入居したい。仕事をしたいという希望が聞かれているが、仕事に関することが幻聴で聞こえてくると話されている為、就労支援に参加するかどうかは様子を見て進めていく必要がある。

☆家族の希望・・・新しいグループホームが完成するまでの間であれば、自宅で生活させたい。怒鳴ったり、引き篭もったりして病状悪化するのではないかという不安はあるが、期限があると思えば生活していける。

＜各関係機関の役割について＞

○デイケア青陽館

・日中活動の確保のため、様子を見ながら利用日を増やしていく。週5日通うことは両親より了承を得ている。

・頻脈がある為、来所時には血圧測定を行い、経過観察をしていく。

・「うちのお父さんは視野が狭いです。」「おばあちゃんは女のボスだ。」と話されることがある。生活場所の変化で発言内容の変化がみられるか観察していく。

・幻聴については田名部先生の声で聞こえてくると話されている。今後も幻聴の確認をしいく必要がある。

・生活の場が変わるので自宅でどのくらいできているのか確認し、できていないところがあれば、介入していく。

○訪問看護ステーション五福

・自宅での様子を確認し、本人のできていることを確認する。

○地域生活支援センター青明舎

・本日登録予定。何かあった時に相談する場、行事への参加を促していく。

